
[bookmark: _GoBack]第１章　QCサークル 改善事例

はじめに

本田宗一郎の思想：

	　本田技研の創業者である本田宗一郎氏は、一つの形にはまったパターン化した考えを嫌い、自由な気質・形態を尊重する思想の持ち主でありました。

　1971年当時、QCサークル活動を日本科学技術連盟が提唱し、全国的に展開していました。本田技研は、これを参考にQCコンテストと称する製造部門中心の成果発表会を開催したことがありました。しかし、盛り上がりは必ずしも充分ではなかったようです。	 
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　こうした型通りのサークル活動は、本田宗一郎が望んだ自由な気風にいま一つそぐわず、新しい活動の方法が模索されました。本サイトは、まさにこの趣旨に沿ったものです。

正しいQCサークル活動：
　これについての詳細な議論は、第4章を参照して下さい。ここでは以下、概要を説明する。
　改善活動には、大別、２つのタイプがある。 
1.	小改善：
日常管理に属する活動です。少ない出費でムリ、ムダ、ムラを無くすための活動であるため失敗が許され、 “あの手がダメなら、この手はどうか” を繰り返す。これは試行錯誤といわれ、PDCA（あるいは、CAPD）サイクルと呼ばれる活動です。
何回PDCAを繰り返すことになるか事前には分からないし、手段が尽きれば活動は終了となるので、事前に計画は立たないし目標を立てることはできず、目標を達成する活動でもない。

1つの生産工程で5つの不良項目が発生しているときは、それら5つの項目を改善テーマとして取り組むべきであり、どれが1つだけを選定して他は排除するという姿勢は望ましくない。5つの不良項目に取り組んだとしても、発表は最も発表に値するテーマ1つを選定する。従って、活動テーマは複数であり発表テーマは1つである。

2.	大改善：
方針管理に属する活動です。大金を投資し、あるいは失敗すると損害が大きいので、やり直しの効かない一発勝負の活動です。従って、試験的に少ない出費でPDCAを繰り返すことはあっても、本番でPDCAを繰り返すことは許されない。失敗が許されない一発勝負だとすると、本番の前に、小規模にPDCAを繰り返すか、または詳細な研究をして、いくらの投資で、何をすれば、どんな結果になるか事前に調査しなければならない。

事前に詳細な調査をして、いくらの投資で、何をすれば、どんな結果になるか事前に把握できれば、活動計画も目標も立てることができ、逆に目標が立たなければ実施に踏み切れない。 

～という2つのタイプのうち、QCサークル第1のタイプであることは明らかです。しかし、学界や一般の指導は違うのです。
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